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表記がありますが、「勝夢酔」のまちがいで、
父の名前表示が間違っている。しかも、16歳
で父・小吉から勝家の家督を継いでいるので、
勝 麟太郎とすべきです。ここが赤坂で最初の
勝 海舟の居住地です。

このブロック左上　　　　「勝夢睡」と

金鱗堂版の古地図
は表記間違い多い

道路がほぼ昔のままです

「勝海舟の会」赤坂史跡探訪・講談上演会 ご案内

赤坂駅3a出口は、赤坂サカス広場の南東口に位置する場所です。
探訪内容：勝 海舟は1846年（弘化3年）23歳の時に赤坂田町に
　　　 　引っ越して以来、生涯を赤坂の三カ所に居住しました。
　　　 　赤坂は海舟の人生と深い縁のある地です。その三カ所
　　　 　の勝邸、海舟家親族ゆかりの赤坂教会、海舟の書を見た後、
　　　 　講談師神田陽二さん持ちネタで題目「勝海舟と江戸開城」を拝聴し、懇親会です。
11時15分　「海舟さん最初の住まい跡見学」（みすじ通り・赤坂３-13-３の南端～４）→
11時30分　「海舟さん３度目の屋敷跡見学（サン・サン赤坂  大銀杏＋館内資料見学）」
　　　　  　赤坂教会（W.N.ホイットニーの旧赤坂病院）、南部坂、三井総本家跡通過→
12時30分　「氷川神社四合稲荷で勝海舟の書を見学」→
12時50分　「海舟さん２度目の屋敷跡を見学」（ソフトタウン赤坂）→
13時10分　「赤坂小学校２階展示ブース見学」→
13時30分　赤坂小学校ランチルーム1Fで「神田陽司さんの講談上演会」（50分）→
15時～18時　赤坂サカス　赤坂Bizタワー B1F「和食DO-ZO」にて懇親会開始予定
ご予定ご確認のうえ、お申し込み・お問い合わせは、勝海舟の会・会長　瀬古茂二郎
携帯番号：090-5536-1881　メール・アドレス：seko@pricingjp.com　まで

日時：平成26年11月16日(日)  雨天決行
集合時間・場所：11時00分 千代田線 赤坂駅３a出口

「勝海舟の会」会員は、2,500円です。

和食・讃岐手打ちうどん
15：00過ぎから懇親会
定員５０名/食事付き飲み放題
TEL：050-5868-8553
http://r.gnavi.co.jp/a096101/

アクセス

探訪と講談参加費：3,000円

★探訪参加者全員に勝海舟ミニチュア法被（はっぴ）贈呈
懇親会会場：和食DO-ZO
　赤坂サカスBIZタワーB1
懇親会参加費：3,000円

● 第 3回  遺跡探訪 ●

赤坂駅3a出口
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赤坂駅3a出口

赤坂Bizタワー

赤坂最初の勝邸

赤坂三番目の勝邸

旧・赤坂病院
ウィリアムス・C・ホイットニーの
長男ウィリス・ホイットニーが開設

（神田陽司さん講談上演会だけの参加費は1,500円。「勝海舟の会」会員も同。）

ソフトタウン赤坂 日本キリスト教団赤坂教会

特別養護老人ホーム
サン・サン』赤坂

←田町中通り
　勝邸
　古地図

赤坂二番目の勝邸
←氷川坂下 勝邸・古地図

←明治五年～ 氷川町勝邸＋大銀杏

赤坂田町中通り勝邸
現・みずじ通り三河家ビル

◉講談師・神田陽二さんプロフィール
昭和37年８月25日、兵庫県尼崎市生まれ。早
稲田大学第１文学部哲学科人文専修 卒業。劇
団青年座研究所 専科修了。大学卒業後、エン
タテインメント情報誌『シティロード』入社。
演劇担当のち副編集長。その間に神田山陽の
講談に出会い、
平成２年・二代目・神田山陽に
入門、山陽の弟子として正当
派の講談を学ぶ。平成15年
真打昇進。日本講談協会理事。
創作講談を数多く発表。講談独
自の「修羅場」を含む本格的古
典によって鍛え上げられた歯切
れのいい口調を駆使して、
レポート講談、新作講談
『阪神大震災』『坂本龍馬
シリーズ』『講談ビル・
ゲイツ』他多数。

かんだようじ
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